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（1） 令和 6年 1月 1日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

城
南
区
高
齢
者
演
芸
大
会

１
２
１
名
が
会
場
を
魅
了

１
２
１
名
が
会
場
を
魅
了

　　

77
月月
1313
日
（
木
）
城
南
市
民
セ

日
（
木
）
城
南
市
民
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
城
南
区
高
齢

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
城
南
区
高
齢

者
演
芸
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

者
演
芸
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
戸
高

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
戸
高

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
西
村
城

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
西
村
城

南
区
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

南
区
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

出
演
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

　

出
演
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、
会
場
全
体
を

を
十
分
に
発
揮
し
、
会
場
全
体
を

魅
了
し
、
そ
し
て
感
動
を
与
え
ま

魅
了
し
、
そ
し
て
感
動
を
与
え
ま

し
た
。

し
た
。

　

な
お
、
審
査
は
演
技
度
、
熱
演
度
、

　

な
お
、
審
査
は
演
技
度
、
熱
演
度
、

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
加
味
し
て

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
加
味
し
て
55
名名

の
審
査
員
に
よ
る
総
合
得
点
に
よ

の
審
査
員
に
よ
る
総
合
得
点
に
よ

り
行
い
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

り
行
い
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

優 勝優 勝

南片江シニアクラブ（南片江）南片江シニアクラブ（南片江）
音楽劇	「おさななじみの思い出」音楽劇	「おさななじみの思い出」

準優勝準優勝

長尾第一朋友会 ( 長尾）長尾第一朋友会 ( 長尾）
詩吟、筑前今様「菅公を偲びて」ほか詩吟、筑前今様「菅公を偲びて」ほか

シニアフォークダンス同好会（田島）シニアフォークダンス同好会（田島）
フォークダンス「マイムマイムフォークダンス「マイムマイム
（高齢者バージョン）」（高齢者バージョン）」

手話ダンス YOU＆ I　北野 ( 南片江 )手話ダンス YOU＆ I　北野 ( 南片江 )
手話ダンス「上を向いて歩こう」手話ダンス「上を向いて歩こう」

熱演賞熱演賞

努力賞努力賞

心の歌をうたう会（鳥飼）心の歌をうたう会（鳥飼）
合唱	「残したい花について」ほか合唱	「残したい花について」ほか

第 3 位第 3 位

会場は笑いと拍手に会場は笑いと拍手に包まれました♪包まれました♪



（2）第 7 7 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

令
和
6
年
の
新
年
を
迎
え
、

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
2
年
か
ら
世
界
中
で

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き
起
こ

し
ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
、
や
っ
と
峠
を

越
え
て
国
で
は
季
節
性
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
感
染

症
法
第
５
類
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ
り
ま

し
た
。 一

人
で
も
多
く
の
仲
間
に
声
か
け
を

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
に
声
か
け
を

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
戸
高　

輝
美

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
威

力
は
衰
え
つ
つ
あ
る
と
は
い

え
、
高
齢
期
を
迎
え
た
私
達
に

と
っ
て
は
依
然
と
し
て
脅
威

で
あ
り
、
基
本
的
に
マ
ス
ク
の

着
用
義
務
の
緩
和
な
ど
見
直

さ
れ
ま
し
た
が
、
高
齢
者
等
重

症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
我
々
に

と
っ
て
は
、
引
き
続
き
予
防
措

置
等
の
努
力
が
必
要
で
は
あ

り
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
と

の
兼
ね
合
い
で
各
種
事
業
を

計
画
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、「
健
康
づ
く
り･

生
き
が
い
づ
く
り
・
仲
間
づ
く

り
」
と
、
皆
様
の
活
動
を
支
援

す
る
事
業
が
実
施
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
事
業
は
、

総
会
を
は
じ
め
当
初
予
定
し

た
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

部
の
事
業
を
除
い
て
ほ
ぼ
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
演
芸
大
会
は
、
開
催

を
楽
し
み
に
日
頃
か
ら
練
習

を
重
ね
た
成
果
が
見
受
け
ら

れ
、
多
く
の
皆
様
に
と
っ
て
熱

の
こ
も
っ
た
演
技
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
残
念
だ
っ
た
の
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
、
事
業

全
般
に
参
加
希
望
者
が
前
年

度
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

こ
と
で
す
。

日
頃
、
ク
ラ
ブ
の
仲
間
の

皆
様
と
の
交
流
時
間
が
取
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
、
参
加
者
の

減
少
に
つ
な
が
っ
た
一
因
で

は
と
の
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
城
南
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
お
よ
び
各
地
区
・

校
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、「
健

康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
」「
会
員
増
強
」「
友

愛
活
動
の
推
進
」
を
３
つ
の
柱

に
、
体
を
動
か
す
各
種
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
頭
脳
の
活
動
を

中
心
と
し
た
文
化
・
創
作
の
活

動
、
広
報
紙
で
の
文
芸
作
品
の

紹
介
な
ど
、
各
方
面
に
力
を
発

揮
す
る
活
動
な
ど
、
友
愛
訪
問

や
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
を

通
じ
た
交
流
の
場
づ
く
り
を

は
じ
め
各
種
の
事
業
・
活
動
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
皆
様

に
参
加
い
た
だ
け
る
事
業
を

計
画
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
地
域
の
も
っ
と

多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
新
た

な
仲
間
が
加
わ
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
会
員
ひ
と

り
一
人
が
、
近
隣
の
仲
間
に
声

か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
会

員
の
増
強
に
努
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健

康
で
楽
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

会
員
皆
さ
ん
の
活
躍
に
感
謝

会
員
皆
さ
ん
の
活
躍
に
感
謝

城
南
区
長�

西
村　

孝
志

区
長
あ
い
さ
つ

区
長
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
さ
わ
や
か
な
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
総
会
や
演
芸
大
会

な
ど
の
行
事
に
お
招
き
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
の
は
つ
ら

つ
と
し
た
素
晴
ら
し
い
ご
活

躍
ぶ
り
を
拝
見
し
、
感
銘
を
受

け
る
と
と
も
に
、
私
自
身
も
大

い
に
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

貴
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
友
愛
訪
問
活
動

の
実
施
や
各
種
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
と
生
活
を

豊
か
に
す
る
取
組
み
に
日
頃

か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
、深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
城
南
区
は
住
み
や
す

い
ま
ち
と
し
て
長
く
お
住
ま

い
の
方
が
多
い
た
め
か
、
福
岡

市
の
中
で
も
高
齢
化
率
が
最

も
高
く
、
住
民
の
約
４
人
に
１

人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
人

生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ

る
中
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取

組
み
の
必
要
性
が
い
よ
い
よ

高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
当
区
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
落
ち
た
体
力
の
回
復
や

加
齢
、
病
気
に
よ
る
心
身
機
能

の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
た「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」

を
、
保
健
所
や
公
民
館
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
誰
も
が
健
康
で

長
寿
を
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
介
護
予
防
や

健
康
づ
く
り
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
、
貴
連
合
会
並
び
に

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
明
る

く
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（3） 第 7 7 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

6
月
22
日
（
木
）、
令

和
5
年
度
城
南
区
高
齢
者

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を

１
０
６
名
の
参
加
に
よ
り

盛
況
裏
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
、
大
会
は
秋
の
開
催

で
し
た
が
、
会
場
と
な
る
城

南
体
育
館
が
8
月
よ
り
改
修

休
館
の
た
め
、
日
程
調
整
の

結
果
6
月
の
大
会
と
な
っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

競
技
は
、
総
得
点
を
競

う
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
と
、

班
ご
と
に
勝
ち
残
り
で
勝

者
を
決
定
す
る
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ハ
ッ
ト
の
2
種
目
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
の
部
で
は
、

古
賀
修
一
さ
ん (

堤
丘)

が
５
３
０
点
の
高
得
点
で

見
事
優
勝
を
飾
り
、
ア
ン

ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト
の
部
は
、

各
班
で
最
後
ま
で
勝
ち
抜

い
た
11
名
の
皆
さ
ん
が
栄

誉
を
勝
ち
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
高
齢
者
賞
は

小
林
岌
さ
ん(

鳥
飼)　

97

令
和
5
年
度　

城
南
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

盛
況
裏
に
開
催

盛
況
裏
に
開
催

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
で
健
康
長
寿
！

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
で
健
康
長
寿
！

☆アンダー・ザ・ハット☆ ※各班優勝者

班 氏　　　名 校　区 班 氏　　　名 校　区

1 班 森　　正俊 別　府 7 班 山内 アサ子 金　山

2 班 松田　俊博 城　南 8 班 谷川　久太 鳥　飼

3 班 大津山喬弘 南片江 9 班 中島　純一 七　隈

4 班 井上　政克 堤　丘 10 班 野田　　明 田　島

5 班 肥高二美子 堤　丘 11 班 渡辺 信一郎 田　島

6 班 川上　満子 鳥　飼

☆カウント・アップ☆

順　位 班 氏　　　名 校　区 得　点

優　勝 ３班 古賀　修一 堤　丘 530

準優勝 ６班 津留崎利雄 長　尾 493

第 3 位 ２班 山崎　昭徳 田　島 487

大会結果

（いずれも敬称略）

歳
、
原
田
サ
ツ
エ
さ
ん(

七

隈)

・
藤
田
常
子
さ
ん(

七

隈)　

92
歳
で
し
た
。

〜 最高齢者賞 〜

　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
は
、
少

な
い
ス
ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー

が
で
き
、
ま
た
得
点
を
暗

算
で
出
す
こ
と
が
多
い
た

め
身
体
だ
け
で
な
く
“
脳

の
運
動
”
に
も
な
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

　

あ
く
ま
で
も
個
人
競
技

を
主
体
と
し
ま
す
が
、
他

氏　　　名 校　区 年　齢

男性 小林　　岌 鳥　飼 97

女性
原田サツエ 

七　隈 92
藤田　常子

的の中心を狙って！的の中心を狙って！

な
お
例
年
、
区
大
会
の

成
績
上
位
者
は
市
大
会
へ

推
薦
し
て
い
ま
す
が
、
第

13
回
福
岡
市
高
齢
者
ソ
フ

ト
ダ
ー
ツ
大
会
へ
は
成
績

上
位
12
名
の
皆
さ
ん
が
出

場
し
ま
す
。

　

市
大
会
は
、
令
和
６
年

１
月
31
日(

水)

13
時
30
分

か
ら
福
岡
市
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

得点は暗算で得点は暗算で

の
参
加
者
と
競
い
合
う
な

か
技
を
教
え
あ
う
交
流
の

場
所
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
に
長
生
き
を
す
る

秘
訣
は
、
積
極
的
に
人
と

会
い
、
運
動
を
仲
間
と
す

る
こ
と
が
介
護
予
防
に
効

果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
は
、
各

校
区
の
公
民
館
や
い
こ
い

の
家
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
一
度
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。



（4）第 7 7 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

令
和
5
年
度
城
南
区
高
齢
者

囲
碁
・
将
棋
大
会
を
6
月
7
日

（
水
）、
城
南
市
民
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
始
に
先
立
ち
、
戸
高
輝
美

会
長
よ
り
「
囲
碁
・
将
棋
は
頭

を
使
う
競
技
で
、
健
康
寿
命
を

の
ば
す
効
果
も
み
ら
れ
、
仲
間

づ
く
り
に
も
格
好
の
知
的
競
技

で
あ
り
有
効
で
す
。
将
棋
の
世

界
で
は
藤
井
聡
太
竜
王
・
名
人

の
活
躍
に
よ
り
久
し
ぶ
り
に
沸

き
返
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

も
負
け
な
い
よ
う
な
熱
戦
を
期

待
し
ま
す
。
ま
た
、
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
一
日

に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」

と
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
審

判
員
か
ら
は
「
勝
負
事
は
大
事

だ
が
こ
だ
わ
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
楽
し
く
行
う
秘

訣
」
と
の
訓
示
が
あ
り
、
競
技

を
開
始
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
昼
食
を

挟
ん
で
14
時
過
ぎ

ま
で
行
い
、
最
後

に
表
彰
式
で
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
成
績
上

位
者
は
城
南
区
代

表
（
囲
碁
4
名
、

将
棋
4
名
）
と
し

て
市
大
会
へ
推
薦
。

表
彰
は
、
各
段
位
・

級
位
の
上
位
3
位

ま
で
に
賞
品
を
贈

り
、
特
別
賞
を
競

技
参
加
者
の
最
高

齢
者
に
贈
り
ま
し

た
。

令
和
5
年
度 

城
南
区
高
齢
者
囲
碁
・
将
棋
大
会

令和 5 年度 単位クラブ女性部長研修会

熱
戦
繰
り
広
げ

熱
戦
繰
り
広
げ

��

交
流
深
め
る
大
会
に

交
流
深
め
る
大
会
に

大会結果（敬称略）

【将棋の部（段位）】※2名以外の申込がないため、対戦なし。

区 　 分 順　位 氏　名 年齢 棋力 校　区

段  位  戦
妙見　鉄也 69 四段 堤
福田　浩將 87 三段 鳥　飼

【囲碁の部】（出場者　17 名）
区　分 順　位 氏　名 年齢 棋力 校　区

チャンピオン戦
（五段以上）

（出場者 6 名）

優　 勝 岡田　近信 75 五段 七　隈
準優勝 畝　　　博 77 五段 七　隈
第３位 吉田　一之 92 五段 七　隈

三・四段戦

（出場者 7 名）

優   勝 吉安　　信 89 四段 田　島
準優勝 小田　泰己 81 四段 田　島
第３位 田中　利充 73 四段 田　島

初・二段戦

（出場者 4 名）

優   勝 大村　信之 72 二段 田　島
準優勝 砥綿　　久 80 二段 田　島
第３位 山下　幸登 84 二段 七　隈

【将棋の部】（出場者　5 名）
区　分 順　位 氏　名 年齢 棋力 校　区

級 位 戦

（出場者 5 名）

優   勝 日下部　研一 87 三級 城　南
準優勝 白川　　誠一 88 一級 鳥　飼
第３位 峠畑　　　悟 89 五級 長　尾

真剣に慎重に真剣に慎重に

一手に力を込めて一手に力を込めて

　

11
月
6
日
（
月
）
城
南
市
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
単
位
ク

ラ
ブ
女
性
部
長
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
い
て
の
開

催
と
な
り
、
研
修
会
に
は
各
単

位
ク
ラ
ブ
の
女
性
部
長
を
中

心
に
39
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
二
部
構
成
で
実

施
し
、
第
一
部
で
は
「
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
ふ
く
お
か
（
福
岡

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）」

の
役
割
等
に
つ
い
て
、
城
南
区

地
域
保
健
福
祉
課
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
係
長
の
出
口
美
華

さ
ん
に
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
区

内
の
5
カ
所
で
展
開
し
て
お

り
、
介
護
や
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
相
談
な
ど
を
受
付
け
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の

　

ま
た
、
7
月
28
日
（
金
）
に

市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ

れ
た
第
52
回
福
岡
市
高
齢
者
囲

碁
・
将
棋
大
会
で
は
、
囲
碁
32

名
、
将
棋
29
名
の
計
61
名
が
出

場
。
囲
碁
の
部
で
は
、
岡
田
近

信
さ
ん
（
七
隈
）
が
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
戦
で
第
3
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

紹
介
な
ど
状
況
に
応

じ
た
対
応
を
し
て
い

た
だ
け
る
そ
う
で
す
。

介
護
保
険
の
利
用
が

必
要
な
と
き
は
、
お

住
ま
い
の
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、

第
二
部
で
は
校
区
女

性
部
長
活
動
報
告
を

行
い
、
田
島
校
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
大
川
博
子
女
性
部
長
と
堤

地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
内
場
幸
子
女
性
部
長
に
よ

り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
川
さ
ん
か
ら
は
、
田
島
校

区
の
日
頃
の
活
動
を
中
心
に

報
告
さ
れ
、
特
に
10
月
開
催
さ

れ
た
フ
ェ
ス
タ
で
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
や
、
ト
イ

レ
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
内
場
さ
ん
は
8
月
24

日
に
実
施
し
た
城
南
区
女
性

部
長
視
察
研
修
へ
参
加
し
て

の
感
想
や
ご
自
身
の
日
頃
の

活
動
を
中
心
に
し
た
体
験
報

告
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
「
日

頃
お
付
き
合
い
の
な
い
方
と

会
え
て
良
か
っ
た
。
人
と
お
話

し
す
る
こ
と
で
、
脳
の
活
性
化

に
繋
が
り
ま
す
よ
」
と
、
最
後

に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

他地区の活動を参考に学ぶ他地区の活動を参考に学ぶ
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7
月
24
日
（
月
）、
城
南

体
育
館
に
お
い
て
城
南
区

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

を
開
催
。
当
日
は
72
名
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
例
年
12
月
に
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
会

　

8
月
24
日
（
木
）、
昨
年
度

に
引
き
続
き
2
回
目
の
校
区

女
性
部
長
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
目
的
は
、
校
区
女

性
部
の
事
業
立
案
や
他
ク
ラ

ブ
会
員
と
の
交
流
を
通
し
て

活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
併
せ

て
、
リ
ー
ダ
ー
の
さ
ら
な
る
向

上
と
健
康
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
願
っ
て
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
各
校
区
女
性

部
長
及
び
副
部
長
を
中
心
に

総
勢
17
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

視
察
先
は
、
企
画
段
階
で
は

「
辛
子
明
太
子
の
や
ま
や
」
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
。
令
和
5

年
7
月
か
ら
篠
栗
町
へ
工
場

移
転
し
、
体
験
学
習
を
取
り
入

れ
た
内
容
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
会
場
準
備
が

間
に
合
わ
ず
受
入
困
難
と
の

こ
と
で
、
視
察
先
を
宇
美
八
幡

宮
、
萬
代
酒
工
房
へ
急
遽
予
定

を
変
更
し
ま
し
た
。

　

両
施
設
と
も
、
宇
美
町
の
中

心
部
に
あ
り
、
隣
接
し
て
い
る

の
で
移
動
は
楽
に
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
萬
代
酒
工
房
で
は

酒
蔵
の
見
学
案
内
か
ら
甘
酒

の
試
飲
な
ど
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
お
土
産
に
奈
良
漬
け

な
ど
を
購
入
す
る
方
も
い
ま

し
た
。

　

昼
食
は
今
回
も
メ
モ
リ
ー

ド
福
岡
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
福
岡

の
レ
ス
ト
ラ
ン「
ア
ン
ジ
ェ
ロ
」

で
美
味
し
い
洋
食
を
い
た
だ

き
、
参
加
者
か
ら
も
満
足
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

令和 5 年度
城南区シニアスポーツ交流会

熱中症に負けない！熱中症に負けない！
健康に長生き目指して健康に長生き目指して

令
和
５
年
度
校
区
女
性
部
長
視
察
研
修

活
動
の
活
性
化
を
図
る

活
動
の
活
性
化
を
図
る

楽
し
い
ひ
と
時
を

楽
し
い
ひ
と
時
を

場
の
都
合
に
よ
り
7
月
の

暑
い
時
期
と
な
り
、
熱
中

症
の
予
防
等
に
努
め
な
が

ら
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
く
ま
で
も
個
人
競
技

が
主
体
で
す
が
、
チ
ー
ム

プ
レ
ー
も
あ
り
と
、
楽
し

み
満
載
で
す
。
特
に
、
お

宝
釣
り
ゲ
ー
ム
は
好
評
で
、

事
務
局
は
賞
品
の
選
定
に

毎
回
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
世
代
の
一
番
の

関
心
事
は
、
健
康
で
長
生

き
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

健
康
に
長
生
き
を
続
け

る
秘
訣
と
し
て
、
介
護
予

防
活
動
が
非
常
に
重
要
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
積
極
的
に
人

と
会
い
、
運
動
も
仲
間
と

す
る
と
よ
り
効
果
的
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
一
度
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。ゴール目指してゴール目指して

お宝釣りお宝釣り

ドリブル競争ドリブル競争

参加してみませんか？参加してみませんか？

酒蔵見学酒蔵見学

参加者の皆さん参加者の皆さん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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鳥
飼
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

『
鳥
飼
シ
ニ
ア
花
壇
』
を
開
設

会
長
　
堀
　
充
博
（
79
）

鳥
飼
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
四
丁
目
3
区
り
ん
ど
う
会

協
同
参
加
で
実
り
あ
る
活
動
を

会
長
　
坂
田
　
茂
（
73
）

　

鳥
飼
校
区
で
は
、
樋
井
川
に

か
か
る
草
香
江
新
橋
・
塩
屋
橋

の
間
に
整
備
さ
れ
た
遊
歩
道

（
約
２
５
０
㍍
）
が
「
ハ
ミ
ン

グ
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
、
花
壇

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
1
年
を
通
じ
て
草
花
に

親
し
ん
で
お
り
、
毎
週
土
曜
日

に
は
町
内
単
位
で
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
6
月
と
11
月
に
は
ハ

ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
校
区
内
の

公
園
で
「
一
人
一
花　

花
植
え

運
動
」が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
飼
校
区
自
治
協
議
会
が
主

導
し
て
、
町
内
会
や
子
供
会
等

校
区
内
の
み
ん
な
が
参
加
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
も
町
内
の
一
員
と
し
て

協
力
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
角
に
、
こ
の
た
び
老

人
ク
ラ
ブ
専
用
の
花
壇
を
開

設
し
ま
し
た
。
か
ね
て
環
境
美

化
活
動
の
一
環
と
し
て
自
治

協
議
会
や
公
民
館
に
も
相
談

し
、
快
諾
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

鳥
飼
老
連
の
総
会
に
提
案

し
了
承
を
得
て
、
定
例
会
で
詳

細
を
検
討
の
う
え
、
花
壇
の
管

理
と
運
営
に
取
り
組
む
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

　

花
壇
の
名
称
は
定
例
会
の

メ
ン
バ
ー
が
持
ち
寄
り
『
鳥
飼

シ
ニ
ア
花
壇
』
と
命
名
し
、
花

の
植
栽
も
少
な
い
予
算
の
中

か
ら
捻
出
し
購
入
の
う
え
、
定

例
会
メ
ン
バ
ー
や
会
員
が
集

合
し
実
施
し
ま
し
た
。
植
栽
後

の
水
や
り
も
大
変
な
作
業
で

す
が
、
7
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
が

交
代
で
当
番
制
を
敷
い
て
実

施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
9

月
20
日
を
中
心
に
『
社
会
奉
仕

の
日
』を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

花
壇
を
設
置
す
る
こ
と
で
1

年
を
通
じ
て
地
域
の
環
境
美

化
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
や
子
供
会
等

地
域
活
動
を
共
に
担
う
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
に
も
理
解
を
得

る
機
会
が
多
く
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
、
会
員
増
強
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
『
鳥
飼
シ
ニ
ア
花
壇
』
が
会

員
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
場
と
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

り
ん
ど
う
会
の
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
は
バ
ス
ハ
イ
ク

や
新
年
会
、
歌
の
会
な
ど
、
り

ん
ど
う
会
会
員
に
よ
る
多
数

の
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
が
会
長
に
就
任

す
る
前
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
、
予

防
対
策
の
た
め
活
動
自
粛
、
制

限
が
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
福
岡
市
か
ら
の
助
成

金
を
返
却
・
辞
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
に
な
り
、
5
月

に
鳥
飼
老
連
が
主
催
し
た
「
輪

投
げ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
会

員
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
嬉

し
い
こ
と
に
、
当
ク
ラ
ブ
の
会

員
が
男
性
部
門
で
優
勝
し
た
こ

と
も
あ
り
、
会
員
の
中
で
活
動

再
開
の
気
運
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

例
年
当
ク
ラ
ブ
で
は
バ
ス
ハ

イ
ク
を
恒
例
行
事
と
し
て
、
工

場
見
学
・
神
社
参
拝
・
近
隣
都

市
の
観
光
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
秋
の
バ
ス
ハ
イ
ク

を
計
画
し
ま
し
た
が
、
参
加
希

望
を
取
っ
て
み
る
と
、
コ
ロ

ナ
禍
の
年
月
で
従
来
の
参
加
者

確
保
は
厳
し
い
と
判
断
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
同
じ
4
丁
目
に

あ
る
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

ト
リ

ヨ
ン
」と「
清
流
会
」に
相
談
し
、

3
団
体
合
同
の
バ
ス
ハ
イ
ク
を

計
画
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

訪
問
先
は
、
福
岡
青
果
市
場

（
ベ
ジ
フ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
）
見

学
、
宗
像
大
社
参
拝
、
み
か
ん

狩
り
を
実
施
す
る
コ
ー
ス
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

福
祉
バ
ス
で
大
型
バ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に
は
28
名
以

上
の
参
加
者
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
合
同
開
催
で
も

心
配
で
し
た
。
そ
の
た
め
鳥
飼

老
連
の
定
例
会
で
、
他
の
単
位

ク
ラ
ブ
に
も
計
画
を
説
明
し

て
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
合
計
で
35
名
の
参

加
を
得
て
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

反
省
会
を
踏
ま
え
て
、
春
に

は
花
見
の
会
を
同
じ
く
3
団
体

協
同
で
計
画
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
福
岡
市
内
の
桜
の
名
所

を
回
遊
す
る
計
画
で
す
。
舞
鶴

公
園
、
西
公
園
、
小
戸
公
園
、

室
見
川
河
畔
公
園
な
ど
桜
の
見

ご
ろ
を
散
策
し
た
り
、
バ
ス
車

上
見
学
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
博

多
織
工
芸
館
の
工
場
見
学
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
前
回
と
同
じ

よ
う
に
老
連
の
定
例
会
で
呼
び

か
け
ま
し
た
。
他
の
単
位
ク
ラ

ブ
か
ら
も
参
加
を
い
た
だ
き
、

合
計
で
28
名
の
参
加
を
得
て
成

功
裏
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
の
会
員
か
ら
も

好
評
で
、
今
後
も
継
続
し
た
取

り
組
み
を
計
画
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
た
活
動

を
何
と
か
再
開
す
る
た
め
、
試

行
錯
誤
し
て
い
ま
し
た
が
、
1

単
位
ク
ラ
ブ
だ
け
で
実
施
で
き

な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
い

く
つ
か
の
ク
ラ
ブ
が
合
同
で
実

施
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
鳥
飼
老

連
や
他
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
協
同
で
活

動
し
、
実
り
あ
る
成
果
を
実
現

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。みかん狩りを楽しみましたみかん狩りを楽しみました



（7） 第 7 7 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

別
府
校
区
　
第
八
鶴
寿
会

�

川
内
　
光
（
73
）

西
南
杜
の
湖
畔
公
園
を
訪
ね
て

西
南
杜
の
湖
畔
公
園
を
訪
ね
て

別
府
校
区
　
第
一
鶴
寿
会

�

会
長
　
大
野
晴
信
（
75
）

バ
ス
ハ
イ
ク

バ
ス
ハ
イ
ク

　

先
日
、
公
園
を
訪
れ
、
森

と
湖
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な

自
然
を
散
歩
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の

こ
と
で
あ
り
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

福
岡
市
が
百
道
浜
を
埋

め
立
て
て
、
厚
意
の
も
と
に

西
南
学
院
が
所
有
し
て
い

た
神
学
部
と
交
換
移
転
が

許
さ
れ
、
百
道
浜
に
は
西
南

学
院
小
学
校
、
西
南
学
院
中

学
・
高
等
学
校
が
新
設
さ

れ
、
こ
の
神
学
校
跡
地
は
市

が
立
派
な
公
園
と
し
て
、
散

策
や
運
動
場
と
し
て
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
緑
地
。
春
の
桜
の
時

期
は
特
別
の
美
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
私
は
修
猷
館
高
校

の
前
に
あ
っ
た
市
立
西
新

病
院
で
生
ま
れ
、
こ
の
公
園

の
中
の
住
宅
で
育
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
西
南
学
院
の

神
学
部
（
礼
拝
堂
、
教
室
、

寮
、
宣
教
師
宅
、
職
員
宅
）

が
あ
り
、
神
学
部
の
奥
に
は

研
修
所
「
山
の
家
」
が
あ
り

ま
し
た
。
大
き
な
松
の
木
他

が
鬱
蒼
と
茂
っ
て
お
り
、
恐

ろ
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
し
た
。
宣
教
師
の
大
き

な
車
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら

い
、
西
新
に
あ
る
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
は
、
西
新
パ
レ
ス
の

西
鉄
バ
ス
営
業
所
か
ら
一

人
で
帰
り
ま
す
。
乗
れ
る
の

は
、
行
き
先
が
干
隈
、
脇

山
、
谷
口
、
内
野
、
椎
原
、

石
釜
、
曲
渕
と
限
ら
れ
て
お

り
、
花
行
商
の
お
ば
ち
ゃ
ん

達
か
ら
「
よ
う
読
め
る
ね
、

頭
の
い
い
子
や
ね
」
と
云
わ

れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

間
違
っ
た
ら
、
家
に
帰
れ
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

エ
ン
ジ
ン
ボ
ン
ネ
ッ
ト

が
前
に
つ
き
出
し
、
車
掌
さ

ん
は
両
手
を
の
ば
し
て
乗

客
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
バ

ス
か
ら
は
み
出
し
て
ま
し

た
ね
。

　

干
隈
を
降
り
る
と
現
在

の
公
園
入
口
ま
で
歩
き
、
南

に
曲
が
る
と
角
に
納
骨
堂

が
あ
り
大
根
が
干
し
て
あ

り
ま
し
た
。
肥
た
ご
も
た
く

さ
ん
あ
り
、「
乗
っ
た
ら
い

か
ん
」
と
母
に
叱
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。
晴
れ
た
日
に
は

東
に
福
岡
商
科
大
学
（
現
・

福
岡
大
学
）
の
白
の
建
物
が

ま
ぶ
し
か
っ
た
の
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
歩
み
で
は
毎
日
が
大
冒

険
で
し
た
。
落
雷
で
大
き

な
松
の
木
が
横
だ
お
し
に

な
っ
て
い
て
帰
れ
ず
、
大
泣

き
し
た
こ
と
も
覚
え
て
い

ま
す
。

　

若
宮
池
で
の
ナ
マ
ズ
の

ぬ
し
（
1
㍍
以
上
）
も
有
名
。

大
人
の
自
転
車
を
三
角
乗

り
で
、
畑
の
う
ね
を
乗
り
こ

な
し
て
い
ま
し
た
。
い
い
思

い
出
で
し
た
。

　

小
学
校
入
学
の
日
に
早

良
区
麁
原
（
現
在
・
祖
原
）

に
引
っ
越
し
、
高
取
小
・
中

学
校
で
学
び
ま
し
た
。

　

西
南
杜
公
園
は
と
て
も

す
ば
ら
し
い
所
で
す
。
帰

り
に
敷
地
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
寄
り
、
一
服
の
涼
を

い
た
だ
き
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。
ぜ
ひ
一
度
、
散
策

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
。

　

別
府
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
、
年
に
2
回
バ
ス

ハ
イ
ク
を
、
1
月
と
10
月
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
1
月
は

太
宰
府
天
満
宮
に
初
詣
に

行
き
ま
す
。
こ
れ
は
毎
年

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
5
年
の
1
月
の
太

宰
府
天
満
宮
の
初
詣
は
、
参

加
者
65
名
で
大
型
バ
ス
2

台
で
行
き
ま
し
た
。
本
殿
ま

で
駐
車
場
で
バ
ス
を
降
り
、

参
道
（
天
神
様
通
り
）
を
歩

い
て
約
10
分
位
か
か
り
ま

す
。
参
道
に
人
が
多
い
と
時

間
が
さ
ら
に
か
か
り
ま
す
。

年
を
重
ね
る
た
び
に
こ
の

時
間
が
長
く
か
か
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
初
詣
の
時

は
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
ご
と
に

食
事
を
と
り
ま
す
。
食
事
が

終
わ
る
と
自
由
時
間
が
あ

り
ま
す
の
で
、
私
は
こ
の
時

間
に
、
天
開
稲
荷
社
に
お
参

り
に
行
き
ま
す
。
本
殿
の
裏

手
を
さ
ら
に
奥
に
進
み
、
赤

い
鳥
居
の
連
な
る
階
段
を

上
っ
て
い
き
、
最
後
に
急
な

長
い
階
段
を
上
る
と
天
開

稲
荷
社
の
拝
殿
が
あ
り
ま

す
。
拝
殿
の
裏
に
は
奥
の
院

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社

は
、
鎌
倉
時
代
に
伏
見
稲
荷

大
社
か
ら
分
霊
さ
れ
、
天
に

道
を
開
い
て
開
運
を
も
た

ら
す
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
有
名
で
す
。

　

一
方
の
10
月
の
バ
ス
ハ

イ
ク
は
、
役
員
会
で
行
き
先

を
選
定
し
決
定
し
ま
す
。
今

年
10
月
の
バ
ス
ハ
イ
ク
は
、

高
塚
愛
宕
地
蔵
尊
に
決
定

し
ま
し
た
。
高
塚
愛
宕
地
蔵

尊
は
、
神
仏
習
合
（
混こ
ん
こ
う淆
）

の
形
式
を
残
し
て
い
る
珍

し
い
地
蔵
尊
で
、
病
気
平
癒

な
ど
諸
事
祈
願
成
就
に
大

変
ご
利
益
が
あ
る
と
し
て

有
名
で
す
。
参
加
者
は
、
57

名
で
大
型
バ
ス
2
台
で
す
。

食
事
は
筑
後
川
温
泉
の
旅

館
で
と
り
、
そ
し
て
最
後
に

道
の
駅
に
寄
り
買
い
物
を

し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
バ
ス
ハ
イ
ク

は
、
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
大
き
な
行
事
で
、
会
員

の
方
に
喜
ば
れ
る
行
事
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
永
く
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。
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別
府
校
区
　
第
六
鶴
寿
会

�

平
川
　
美
代
子
（
70
）

古
希
を
迎
え
て

古
希
を
迎
え
て

金山校区　松山松寿会
� 会長　辻野　素（84）

…あっという間に…あっという間に
10年の月日…10年の月日…

　

私
自
身
、
在
職
を
終
え
地

域
の
自
治
会
活
動
に
参
加

し
て
間
も
な
い
頃
、
当
時

の
会
長
に
誘
わ
れ
て
松
寿

会
に
入
り
ま
し
た
。
以
来
、

大
し
た
お
手
伝
い
も
せ
ず

に
1
～
2
年
ほ
ど
経
た
こ

ろ
、
当
ク
ラ
ブ
の
発
足
30

周
年
記
念
誌
発
行
の
事
業

で
編
集
作
業
を
担
わ
さ
れ

た
の
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活

動
に
関
わ
る
大
き
な
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
か
ら
の
貴

重
な
資
料
や
多
く
の
投
稿

を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

先
輩
諸
氏
の
発
足
当
時
の

ご
苦
労
話
を
聞
き
、
ま
た
そ

の
お
人
柄
な
ど
が
編
集
作

業
を
通
し
て
直
に
伝
わ
っ

て
き
た
こ
と
が
現
在
の
活

動
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
し
て
間
も
な
く
、
前

会
長
の
転
居
に
伴
い
、
後

任
の
会
長
と
し
て
、
校
区

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

役
員
と
し
て
、
他
の
ク
ラ

ブ
事
情
や
活
動
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

自
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
に
10
年
の
月
日

が
流
れ
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
地
域
の
方
々
や
会
員
の

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
理

解
と
お
力
添
え
の
お
陰
だ

と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

10
年
前
の
金
山
校
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
6

ク
ラ
ブ
、
会
員
３
４
０
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
ク
ラ
ブ
数
は
同
じ
で

す
が
会
員
数
は
２
２
０
名

で
、
１
２
０
名
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
会
員
減
少
は
他

の
地
区
同
様
、
私
た
ち
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す

が
、
会
員
も
高
齢
化
し
て

新
規
の
加
入
者
も
少
な
く
、

な
か
な
か
解
決
策
は
見
当

た
ら
な
い
の
が
各
ク
ラ
ブ

の
現
状
で
す
。

　

現
在
の
社
会
環
境
は
老

人
ク
ラ
ブ
発
足
当
時
と
は

大
き
く
異
な
り
、
少
子
・
高

齢
化
が
顕
著
で
社
会
福
祉

政
策
も
随
分
充
実
し
て
い

る
の
も
会
員
減
少
の
一
つ

の
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
近
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
未
だ
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
災
禍
に
遭
遇
し
、

諸
々
の
催
事
・
行
事
等
の

自
粛
に
よ
っ
て
、
外
出
を

控
え
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
も
随

分
減
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た

ち
の
日
常
生
活
も
大
き
な

変
化
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
私
た
ち
と
同
じ

く
他
の
多
く
の
ク
ラ
ブ
で

は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ

ら
ず
感
染
対
策
を
講
じ
て
、

屋
外
の
活
動
（
公
園
清
掃

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

な
ど
を
継
続
し
続
け
て
「
社

会
奉
仕
活
動
や
健
康
づ
く

り
」
に
励
ん
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
・

催
事
を
実
践
し
継
続
し
続

け
て
実
感
し
て
い
る
こ
と

は
、
会
員
相
互
の
「
連
帯

感
や
信
頼
感
の
醸
成
」
に

加
え
て
「
心
身
の
健
康
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」

の
向
上
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

1
人
で
も
多
く
の
会
員

増
を
目
指
し
て
、
地
域
に

お
住
い
の
高
齢
者
の
方
々

が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
加
入
の

き
っ
か
け
と
な
る
魅
力
あ

る
催
事
も
必
要
で
す
が
、
ま

ず
は
私
た
ち
一
人
一
人
が

諸
々
の
活
動
で
実
感
し
て

い
る
こ
と
を
、
常
日
頃
か

ら
伝
え
る
地
道
な
「
声
か

け
運
動
」
を
続
け
る
こ
と

が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。

「
…
…
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

…
…
」

「
…
…
に
私
と
一
緒
に
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
…
…
」

　

1
人
で
も
多
く
の
会
員

が
「
明
る
く
・
元
気
で
・
楽

し
い
」
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動

を
末
永
く
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
「
声
か
け
運

動
」
を
続
け
ま
し
ょ
う
…
。

　

私
は
今
年
（
令
和
5
年
）

古
希
を
迎
え
て
、
家
族
か
ら

祝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

若
い
頃
は
、
70
歳
と
い
う

年
齢
の
頃
に
は
、
静
か
に
家

に
い
て
草
や
花
の
手
入
れ

を
し
て
暮
ら
し
て
い
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

現
実
は
随
分
と
違
い
、
今
年

老
人
会
女
性
部
長
に
推
薦

さ
れ
、
断
る
理
由
が
見
つ
か

ら
な
く
て
引
き
受
け
ま
し

た
。

　

先
日
、
城
南
区
シ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
に
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
内
容
は
聞

い
て
い
た
の
で
す
が
、
で
き

る
か
な
？
と
、
少
し
不
安
で

し
た
が
、
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
で

は
輪
が
的
に
入
る
と
飴
が

頂
け
た
り
、
2
回
、
3
回
と

順
番
が
回
っ
て
く
る
と
的

棒
が
近
く
に
寄
せ
ら
れ
て
、

皆
さ
ん
が
や
り
や
す
く
と

配
慮
さ
れ
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
中
学
校
時
代

の
同
級
生
た
ち
（
女
子
校
）

と
ミ
ニ
同
窓
会
を
開
き
、
古

希
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
祝
い
み
ん
な
で
乾

杯
し
ま
し
た
。「
13
歳
か
ら

知
っ
と
う
け
ど
私
達
70
歳

よ
‼　

信
じ
ら
れ
ん
」
こ
の

仲
間
と
集
ま
る
と
、
ど
う
も

中
学
生
の
頃
に
（
気
持
ち
だ

け
は
）
戻
っ
て
し
ま
う
の
が

不
思
議
で
す
。

　

東
京
・
名
古
屋
・
熊

本
・
福
岡
、
そ
し
て
1
人
は

ア
メ
リ
カ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

離
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
10
で

繋
が
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
住
む
同
級
生
は
、
福
岡
に

も
家
を
持
ち
、
日
本
と
ア
メ

リ
カ
を
行
き
来
し
て
い
ま

す
。
そ
の
彼
女
が
「
や
っ
ぱ

り
日
本
が
良
い
ね
」
と
言
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

静
か
な
70
代
と
い
う
想

像
は
は
ず
れ
て
、
朝
早
く
か

ら
「
お
は
よ
う
」
の
可
愛
ら

し
い
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ

が
並
び
ま
す
。
楽
し
み
の
一

つ
に
な
り
ま
し
た
。
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

１
２
４
年
ぶ
り
「
令
和

の
大
改
修
」
に
伴
う
特
別

な
仮
殿
（
浮
か
ぶ
森
）」
を

建
設
。

　

令
和
9
年
に
斎
行
さ
れ

る
菅
原
道
真
公
１
１
２
５

年
式
年
大
祭
に
向
け
、
令
和

5
年
5
月
～
7
年
の
約
3

年
間
を
要
す
る
大
改
修
に

当
た
り
、
改
修
期
間
は
ご

本
殿
前
に
「
仮
殿
」
を
建

設
し
ご
参
拝
の
皆
様
を
お

迎
え
し
ま
す
。
筑
前
国
主

父
、
菅
原
是こ

れ
よ
し善

と
母
、
大

伴
氏
出
身
の
娘
と
の
三
男

で
、
８
４
５
（
承
和
12
）
年

6
月
25
日
京
都
生
誕
。
幼
名

阿あ

こ古
ま
た
は
吉き

っ
し
ょ
う
ま
る

祥
丸
。
幼

少
期
よ
り
学
問
の
才
能
を

発
揮
し
、
僅わ

ず

か
5
歳
で
和

歌
を
詠
む
な
ど
、
神
童
と

称
さ
れ
た
。

送
り
、
名
国
司
と
し
て
領

民
に
慕
わ
れ
た
。
帰
京
後

は
宇
多
天
皇
に
認
め
ら
れ
、

厚
い
信
任
を
受
け
、
政
治
の

中
心
で
活
躍
し
、
蔵

く
ろ
う
ど
の
と
う

人
頭
に

任
命
さ
れ
、
参
議
と
な
る
。

８
９
４
（
寛
平
6
）
年
遣

唐
大
使
と
な
り
、
在
唐
僧

中ち
ゅ
う
か
ん

瓘
よ
り
唐
の
国
情
不
安

と
衰
退
に
関
す
る
報
告
を

受
け
、
遣
唐
使
を
中
止
に

導
い
た
（
８
９
４
年
白
紙

と
な
る
）。

８
９
９
（
昌
泰
2
）
年
、

55
歳
で
右
大
臣
に
任
命
さ

れ
、
よ
り
国
家
の
発
展
に
貢

献
。
57
歳
（
９
０
１
年
昌

泰
4
年
1
月
）、
宇
多
天
皇

の
後
、
醍
醐
天
皇
（
宇
多

天
皇
の
第
一
皇
子
）
の
時
、

左
大
臣
藤
原
時
平
の
妬
み

と
謀
略
に
よ
り
、
身
の
覚
え

の
な
い
罪
で
、
大
宰
府
に

大だ
ざ
い
の
ご
ん
そ
ち

宰
権
帥
と
し
て
左
遷
さ

れ
る
。
息
子
た
ち
も
そ
れ
ぞ

れ
遠
国
へ
流
さ
れ
、
一
家

は
離
散
。
実
際
は
流
刑
そ

の
も
の
の
仕
打
ち
で
あ
る
。

大
宰
権
帥
の
官
舎
は
「
府

の
南
館
」
と
い
わ
れ
る
榎

社
（
別
名
榎
寺
）
で
大
宰

府
政
庁
か
ら
南
に
７
０
０

㍍
ほ
ど
離
れ
た
場
所
。
左

遷
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
間
社

か
ら
大
宰
府
政
庁
に
登
庁

す
る
こ
と
も
な
く
、
衣
食

も
ま
ま
な
ら
な
い
厳
し
い

謹
慎
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

し
か
し
大
宰
府
で
の
厳
し

い
生
活
の
中
で
も
皇
室
の

安
泰
と
国
家
の
平
安
を
願

い
、
ま
た
自
身
の
潔
白
を

直ひ
た
む向

き
に
祈
り
誠
を
尽
し

た
。
政
庁
に
お
け
る
肝
心
の

政
務
は
次
席
の
大だ

ざ
い
の
だ
い
に

宰
大
弐

小お

の

く

ず

お

野
葛
絃
が
代
わ
っ
て
執

り
行
っ
て
い
た
。

妻
と
別
離
し
た
道
真
公
は

大
宰
府
に
下
る
時
、
幼
子

2
人
・
紅
姫
と
隈
磨
を
連

れ
て
行
く
こ
と
を
許
さ
れ
、

門
弟
味う

ま
さ
け
や
す
ゆ
き

酒
安
行
と
警
護
の

役
人
を
伴
っ
て
下
っ
て
き

た
。
幼
い
隈
磨
は
大
宰
府

に
着
い
た
翌
年
、
病
に
侵

さ
れ
急
逝
し
た
。
紅
姫
の

そ
の
後
は
定
か
で
な
い
が
、

榎
寺
境
内
に
供
養
塔
が
あ

る
。
そ
の
後
の
道
真
公
は
病

気
に
悩
ま
さ
れ
、
望
郷
の

思
い
の
中
で
、
９
０
３
（
延

喜
3
）
年
2
月
25
日
、
大

宰
府
に
下
っ
て
2
年
目
に

59
歳
で
逝
去
。

後
年
、
朝
廷
で
は
道
真

公
の
無
実
が
証
明
さ
れ
た
。

そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に

人
か
ら
神
様
の
位
に
昇
せ

ら
れ
た
道
真
公
は
太
宰
府

天
満
宮
に
永
遠
に
奉
ら
れ
、

「
学
問
の
神
様
」「
至
誠
の

神
様
」
と
し
て
現
代
に
至

る
ま
で
多
く
の
人
々
の
信

仰
を
集
め
て
い
る
。

南
片
江
校
区
　
南
片
江
第
一
長
寿
会

�

天
本
　
宏
（
82
）

菅
原
道
真
公
と
太
宰
府
天
満
宮

菅
原
道
真
公
と
太
宰
府
天
満
宮

神
童
と
称
さ
れ
た
幼
少
期

文
武
で
名
声
を
馳
せ
た

青
年
期

出
世
か
ら
左
遷
へ
の

壮
年
期

勉
学
に
励
み
、
学
者
の
最

高
位
で
あ
っ
た
文も

ん
じ
ょ
は
か
せ

章
博
士

に
８
７
７
（
元

が
ん
ぎ
ょ
う慶

元
）
年

に
33
歳
で
推
挙
さ
れ
、
栄

進
を
続
け
た
。
学
問
だ
け

で
な
く
弓
に
て
百
発
百
中

の
腕
前
を
披
露
す
る
な
ど
、

文
武
両
面
に
て
傑
出
し
た

人
物
で
あ
っ
た
。

42
歳
の
時
に
讃さ

ぬ
き
の
か
み

岐
守
と
し

て
4
年
間
地
方
官
生
活
を

失
意
の
中
で
も

誠
を
尽
く
し
た
晩
年
期

だ
っ
た
小
早
川
隆
景
が
本

殿
を
再
建
し
た
１
５
９
１

年
以
来
の
大
改
修
。

平
安
時
代
中
期
の
学
者
・
文
人
・
政
治
家　

平
安
時
代
中
期
の
学
者
・
文
人
・
政
治
家　

菅
原
道
真
公

菅
原
道
真
公（
８
４
５
～
９
０
３
）

（
８
４
５
～
９
０
３
）

梅ヶ枝餅

国
の
重
要
文
化
財

「
太
宰
府
天
満
宮
ご
本
殿
」

 

１
１
０
０
年
以
上
も
続
く

 

深
く
長
い
主
従
関
係

梅
ヶ
枝
餅
の
由
来

　

現
在
の
太
宰
府
天
満
宮

の
第
39
代
宮
司
西
高
辻
信

良
さ
ん
、
第
40
代
宮
司
西

高
辻
信
宏
さ
ん
は
道
真
公

の
末
裔
で
、
西
高
辻
氏
と

共
に
太
宰
府
天
満
宮
の
歴

史
を
担
っ
て
き
た
の
が
味

酒
安
行
公
の
子
孫
で
あ
る

味み
さ
け
や
す
の
り

酒
安
則
さ
ん
は
43
代
目

に
当
た
る
が
、
１
１
０
０

年
以
上
も
続
い
て
い
る
と

い
う
主
従
関
係
を
超
え
た

結
び
つ
き
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
、
都
か
ら
左

遷
さ
れ
毎
日
の
食
事
に
も

事
欠
く
と
い
っ
た
不
遇
な

生
活
を
送
っ
て
い
た
道
真

公
を
見
か
ね
た
近
く
の
老

婦
人
（
浄
明
尼
）
が
梅
の

枝
に
巻
き
付
け
た
餅
を
差

し
入
れ
た
。
さ
ら
に
は
道

真
公
の
薨こ

う
き
ょ去

の
折
、
老
女

が
梅
の
枝
と
共
に
棺
に
差

し
出
し
た
等
の
故
事
に
倣

い
、
天
満
宮
の
参
道
の
門

前
町
で
は
梅
ヶ
枝
餅
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

梅
ヶ
枝
餅
の
店
は
30
軒
、

正
月
の
三
が
日
が
最
も
忙

し
く
、
受
験
シ
ー
ズ
ン
の

3
月
ま
で
ず
っ
と
忙
し
い
。

原
料
は
も
ち
米
・
う
る
ち

米
・
小
豆
・
砂
糖
・
塩
の

5
種
類
。
も
ち
米
と
う
る

ち
米
を
8
対
2
の
割
合
で

混
ぜ
た
白
い
餅
の
生
地
と

あ
ん
こ
。
梅
ヶ
枝
餅
と
い

う
名
前
は
「
太
宰
府
梅
ヶ

枝
餅
協
同
組
合
」
が
商
標

登
録
し
、
焼
き
型
も
意
匠

登
録
。
真
似
を
さ
れ
な
い

た
め
と
品
質
を
守
る
た
め
、

店
に
よ
っ
て
焼
き
方
等
が

微
妙
に
違
う
。
病
魔
を
防

ぐ
餅
と
し
て
有
名
。
菅
原

道
真
公
の
誕
生
日
（
6
月

25
日
）
と
命
日
（
2
月
25
日
）

に
ち
な
み
、
毎
月
25
日
を

「
天
神
さ
ま
の
日
」
と
し
て
、

こ
の
日
は
蓬
よ
も
ぎ

の
梅
ヶ
枝
餅

も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
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私
た
ち
が
所
属
す
る
金
山
校

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
現

在
6
単
位
ク
ラ
ブ
あ
り
ま
す
。

ど
の
ク
ラ
ブ
も
会
員
が
病
気
と

か
施
設
に
入
ら
れ
た
と
か
で
会

員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
一
方
で
新
し
い
会
員
を
増
や

し
た
い
と
思
っ
て
も
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
で
す
。

　

私
の
定
年
後
の
、
徐
々
に
虚

弱
化
（
フ
レ
イ
ル
）
し
て
い
く

状
況
と
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
投
薬
が
始
ま
り
、

ス
テ
ロ
イ
ド
、
降
圧
剤
、
血
液

サ
ラ
サ
ラ
剤
等
、
他
8
種
類
の

服
用
を
続
け
た
結
果
、
食
欲
増

進
、
体
重
増
、
身
体
回
復
し
ま

し
た
。
そ
の
後
4
年
、
シ
ニ
ア

会
の
80
代
爺
婆
、
よ
き
仲
間
と

1
日
5
0
0
0
～
7
0
0
0

歩
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
約
6
割

回
復
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ス
テ
ロ
イ
ド
5

年
服
用
の
副
作
用
で
骨
・
筋

肉
・
皮
膚
が
弱
く
な
り
、
3
か

所
剄
椎
圧
迫
骨
折
し
、
日
常
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
出
遅
れ
ま
し

た
。
私
は
1
2
0
歳
ま
で
生

き
る
た
め
（
希
望
）、
昨
年
か

ら
筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
始

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
当
ク
ラ
ブ
の
活

動
の
一
環
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ダ
ー

ツ
を
積
極
的
に
企
画
、
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
の
た

金
山
校
区　
友
丘
老
人
ク
ラ
ブ
高
砂
会

�

会
長
　
山
下
　
博
章
（
77
）

定
年
後
定
年
後

　

定
年
後
70
歳
ま
で
、
運
動
は

卓
球
を
週
1
回
1
時
間
、
だ
ら

だ
ら
と
身
体
を
動
か
す
の
み
で

し
た
。
10
年
が
過
ぎ
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
・
散
歩
も
し
な
か
っ
た
た

め
、
体
が
硬
く
重
く
な
り
動
き

が
鈍
く
、
そ
の
内
食
欲
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
体
重
を
落
と
し

て
病
院
を
探
し
ま
し
た
。
約
1

年
間
で
4
件
の
病
院
を
訪
れ
、

紹
介
さ
れ
た
福
大
病
院
に
て
検

査
入
院
を
し
、I
ｇ
G
4
（
脳

下
垂
体
機
能
異
常
）
が
分
か
り

定
年
後　

徐
々
に

虚
弱
化
し
て
い
く
身
体

体
調
回
復
へ
の
道
と

老
人
ク
ラ
ブ
と
の
関
わ
り

め
、
慣
れ
な
い
ス
マ
ホ
を
使
い

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
の
交
換
を
増

や
し
、
楽
し
い
こ
と
を
探
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
愛
妻
が
5
年
前

か
ら
認
知
症
に
な
り
ま
し
た
。

妻
は
今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
分
か
ら
な
い
等
、
年
を

取
る
ご
と
に
進
ん
で
い
て
、
家

事
が
で
き
な
い
し
、
片
付
け
る

場
所
も
分
か
ら
ず
、
物
が
ど
こ

に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
と
言
う

よ
う
に
な
り
、
私
自
身
の
家
の

仕
事
が
増
え
ま
し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

当
該
ク
ラ
ブ
の
仲
間
た
ち
と
も

共
有
で
き
て
い
る
の
で
、
妻
と

当
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
一
緒
に
参

加
し
、
日
々
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
当
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

通
し
て
、
仲
間
と
の
親
睦
を
図

り
、
健
康
維
持
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〒 814-0192
城南区鳥飼 6–1–1 城南区役所１階
城南区シニアクラブ連合会事務局
� TEL：092-833-4107

● ● ふ れ あ い 原 稿 募 集ふ れ あ い 原 稿 募 集 ● ●

次号令和6年7月15日発行「ふれあい第78号」次号令和6年7月15日発行「ふれあい第78号」
の掲載原稿を募集しますの掲載原稿を募集します

締切：令和 6 年 4 月末締切：令和 6 年 4 月末

ふれあい第 78 号ふれあい第 78 号

◆原稿のジャンルは、クラブ活動、旅行記、
　郷土史、随想、文芸（俳句、短歌、川柳）など

◆写真もあわせてぜひお送りください。
　（写真はきれいなものをお願いします）

◆クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記してください。

◆縦書き原稿用紙400字詰、2枚以内
　（※楷書でお願いいたします。ワープロも可）

◆お送りいただく原稿は、全て自作未発表の
　ものに限ります。（二重投稿はご遠慮ください）

※ 紙面の都合上一部割愛、掲載
見送り等をする場合もあります。

老人クラブで毎日充実！【入会のメリット】

カラオケ・ダンス など生きがいができる
1

グラウンド・ゴルフ
ウォーキング など健康の維持・増進

2

旅行・各種スポーツ大会 など仲間ができる
3

清掃活動・世代間交流 など地域貢献ができる
4

シニアクラブに入りませんか！シニアクラブに入りませんか！

員 募 集会 中
　各区の老人クラブ連合会では、一緒に活動する仲間を募集し　各区の老人クラブ連合会では、一緒に活動する仲間を募集し
ています。ています。
　老人クラブは、仲間づくりや健康づくりなどの活動だけでは　老人クラブは、仲間づくりや健康づくりなどの活動だけでは

なく、長い人生で得た知識や経験を生なく、長い人生で得た知識や経験を生
かして地域の諸団体と協力し、地域をかして地域の諸団体と協力し、地域を
豊かにする社会奉仕活動にも取り組豊かにする社会奉仕活動にも取り組
んでいます。老人クラブで一緒に第 2んでいます。老人クラブで一緒に第 2
の人生を輝かせまの人生を輝かせましょう！しょう！

お問い合わせ先お問い合わせ先 TEL：092-833-4107
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文
芸

　　

別
府
校
区　

第
四
鶴
寿
会

別
府
校
区　

第
四
鶴
寿
会��

野
口　

久
美
子（

野
口　

久
美
子（
8181
））

飛
梅
の
一
輪
咲
き
し
初
詣

飛
梅
の
一
輪
咲
き
し
初
詣

大
谷
の
変
り
羽
子
板
納
得
す

大
谷
の
変
り
羽
子
板
納
得
す

初
日
差
す
一
直
線
に
座
敷
ま
で

初
日
差
す
一
直
線
に
座
敷
ま
で

乗
初
や
す
ぐ
に
座
席
を
譲
ら
れ
し

乗
初
や
す
ぐ
に
座
席
を
譲
ら
れ
し

年
賀
状
健
在
確
か
言
ひ
交
す

年
賀
状
健
在
確
か
言
ひ
交
す

俳　

句

川　

柳

　

堤
地
区　

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ　
　
　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ　
　
　

石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8080
））

お
て
ん
ば
は
消
え
ゆ
く
言
葉
と
な
り
に
け
り

お
て
ん
ば
は
消
え
ゆ
く
言
葉
と
な
り
に
け
り

気
楽
さ
の
旅
の
立
食
サ
ン
グ
ラ
ス

気
楽
さ
の
旅
の
立
食
サ
ン
グ
ラ
ス

終
活
と
簡
単
に
言
う
が
心
さ
び
し

終
活
と
簡
単
に
言
う
が
心
さ
び
し

　

長
尾
校
区　

　

長
尾
校
区　

長
尾
第
一
朋
友
会　
　

津
留
崎　

利
雄（

長
尾
第
一
朋
友
会　
　

津
留
崎　

利
雄（
8989
））

夏
過
ぎ
て
秋
の
夜
長
の
月
見
酒

夏
過
ぎ
て
秋
の
夜
長
の
月
見
酒

山
の
端
に
霞
か
か
り
て
紅
葉
み
ず

山
の
端
に
霞
か
か
り
て
紅
葉
み
ず

　　

田
島
校
区
・
第

田
島
校
区
・
第
66
桜
会　
　
　
　
　

桜
会　
　
　
　
　

金
子　

琢
一
郎

金
子　

琢
一
郎（（
8989
））

バ
ス
ハ
イ
ク
目
的
地
よ
り
も
道
の
駅

バ
ス
ハ
イ
ク
目
的
地
よ
り
も
道
の
駅

��

（（
買
物
へ
お
出
か
け
？

買
物
へ
お
出
か
け
？
））

い
つ
行
く
の
？
何
の
話
か
バ
ス
ハ
イ
ク

い
つ
行
く
の
？
何
の
話
か
バ
ス
ハ
イ
ク��

（（
待
ち
遠
し
く
て
）

待
ち
遠
し
く
て
）

楽
み
で
集
合
時
間
の
１
０
０
分
前

楽
み
で
集
合
時
間
の
１
０
０
分
前

��

（
早
い
人
、待
た
せ
る
人
、各
々
）

（
早
い
人
、待
た
せ
る
人
、各
々
）

　

堤
地
区　

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ　
　
　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ　
　
　

石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8080
））

古
池
に
五
位
鷺
淋
し
不
動
立
ち

古
池
に
五
位
鷺
淋
し
不
動
立
ち

　
　
　
　

鴨
ゆ
う
ゆ
う
と
泳
ぎ
ゆ
く
な
り

　
　
　
　

鴨
ゆ
う
ゆ
う
と
泳
ぎ
ゆ
く
な
り

軍
拡
を
良
し
と
思
い
し
政
治
家
や

軍
拡
を
良
し
と
思
い
し
政
治
家
や

　
　
　
　

福
祉
優
先　

平
和
優
先

　
　
　
　

福
祉
優
先　

平
和
優
先

　

長
尾
校
区　

　

長
尾
校
区　

長
尾
第
一
朋
友
会　
　

津
留
崎
利
雄（

長
尾
第
一
朋
友
会　
　

津
留
崎
利
雄（
8989
））

中
秋
の
名
月
望
み
縁
側
で

中
秋
の
名
月
望
み
縁
側
で

　
　
　
　

妻
と
乾
杯
ほ
ろ
酔
い
機
嫌

　
　
　
　

妻
と
乾
杯
ほ
ろ
酔
い
機
嫌

か
み
な
月
秋
色
ち
か
し
山
の
端
に

か
み
な
月
秋
色
ち
か
し
山
の
端
に

　
　
　
　

霜
月
な
る
は
紅
葉
濃
く
な
る

　
　
　
　

霜
月
な
る
は
紅
葉
濃
く
な
る

短　

歌

　9 月 15 日（金）、20 日（水）の２

日間、特別養護老人ホーム飛鳥、特別

養護老人ホーム油山緑寿園の２施設へ

の慰問を計画していましたが、両施設

の担当者と協議の結果、施設として

は「不特定の皆さんの入館により、新

型コロナの感染を恐れています。特に

入所者の皆さんは高齢弱者で注意が必

要」とのことで残念ながら中止となり

ました。なお、次年度以降も、新型コ

ロナの状況によっては受入困難とのこ

とでした。

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ　
　
　

石
井　

和
子（

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ　
　
　

石
井　

和
子（
8080
））

一
人
寝
の
淋
し
き
夜
の
春
炬
燵

一
人
寝
の
淋
し
き
夜
の
春
炬
燵

春
雨
の
降
り
初
め
知
ら
す
ト
タ
ン
屋
根

春
雨
の
降
り
初
め
知
ら
す
ト
タ
ン
屋
根

同
窓
会
思
い
出
さ
せ
ぬ
友
の
顔

同
窓
会
思
い
出
さ
せ
ぬ
友
の
顔

戦
争
を
知
る
か
知
ら
ず
か
鳩
三
羽

戦
争
を
知
る
か
知
ら
ず
か
鳩
三
羽

■城南区社会福祉施設訪問事業が中止となりました。お知らせ

　

こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」
の
発
行
に
あ
た

り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
お
礼

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
お
礼

編
集
後
記

編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
皆
様
元
気
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
ふ
れ

あ
い
」
第
77
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回

は
予
定
の
事
業
も
ほ
と
ん
ど
開
催
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
記
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
も
会
員
の
皆
様
か
ら
戴
い
た
多
数

の
投
稿
記
事
を
も
れ
な
く
掲
載
し
ま
し

た
。
投
稿
を
戴
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

今
年
も
広
報
部
員
一
同
、
皆
様
に
様
々

な
話
題
や
情
報
も
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
皆
様

ひ
と
り
一
人
の
投
稿
記
事
が
頼
り
で
す
。

多
数
の
投
稿
お
待
ち
し
ま
す
。

　
　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
部
一
同
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「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

昨
年
は
雨
に
祟
ら
れ
中
止
と
な
り

　

昨
年
は
雨
に
祟
ら
れ
中
止
と
な
り

ま
し
た
城
南
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン

ま
し
た
城
南
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
、

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
1010
月月
44
日日

((

水水))

西
南
杜
の
湖
畔
公
園
球
技
場

西
南
杜
の
湖
畔
公
園
球
技
場

に
お
い
て
無
事
開
催
し
ま
し
た
。

に
お
い
て
無
事
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昨
年
の
天
気
と
う
っ
て

　

当
日
は
、
昨
年
の
天
気
と
う
っ
て

変
わ
っ
て
透
き
通
る
よ
う
な
秋
空
の

変
わ
っ
て
透
き
通
る
よ
う
な
秋
空
の

も
と
の
開
催
と
な
り
、
大
会
に
は

も
と
の
開
催
と
な
り
、
大
会
に
は

１
６
０
名
余
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
会

１
６
０
名
余
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
会

場
の
芝
生
コ
ー
ス
も
施
設
の
ご
協
力

場
の
芝
生
コ
ー
ス
も
施
設
の
ご
協
力

に
よ
り
前
日
に
刈
り
込
ま
れ
、
運
営

に
よ
り
前
日
に
刈
り
込
ま
れ
、
運
営

も
七
隈
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

も
七
隈
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

同
好
会
皆
さ
ん
の
設
営
に
よ
る
絶
好

同
好
会
皆
さ
ん
の
設
営
に
よ
る
絶
好

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
日
頃
の

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
競
技
は
、
先
発
・
後

て
い
ま
し
た
。
競
技
は
、
先
発
・
後

発
の
各
々
赤
コ
ー
ス
と
青
コ
ー
ス

発
の
各
々
赤
コ
ー
ス
と
青
コ
ー
ス
88

班
ず
つ
、
各
班

班
ず
つ
、
各
班
55
～～
66
人
の
チ
ー
ム

人
の
チ
ー
ム

大会結果（敬称略）

順　位 氏　名 校　区 打数

【優　勝】大津山�喬弘（南片江） 35

【準優勝】鍋田　福次（堤　丘） 38

【第３位】小樋井�則子（金　山） 38

令
和
5
年
度　

城
南
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

秋
空
の
も
と

秋
空
の
も
と
冴
え
る

冴
え
る
ス
イ
ン
グ

ス
イ
ン
グ
！！

最高
齢者賞

村
上

　

美
恵子さん（92 歳・

堤
丘

）

最高
齢者賞

鍋
田

　
福次さん（96 歳・

堤
丘

）

身体を動かすことが好身体を動かすことが好
きで、趣味の編み物もきで、趣味の編み物も
脳トレになるとか。脳トレになるとか。

外に出て活動すること外に出て活動すること
が元気の源。100 歳まが元気の源。100 歳ま
で参加したい！で参加したい！

ナイ
スショット !!

ナイ
スショット !!

編
成
で
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
指
示

編
成
で
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
指
示

の
も
と
早
速
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し

の
も
と
早
速
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

　

当
日
は
、
思
い
の
ほ
か
微
風
で
中

　

当
日
は
、
思
い
の
ほ
か
微
風
で
中

に
は
暑
さ
を
感
じ
た
選
手
も
い
た
よ

に
は
暑
さ
を
感
じ
た
選
手
も
い
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
真
剣
な
中
に
も
、

う
で
す
。
ま
た
、
真
剣
な
中
に
も
、

交
流
優
先
の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
班

交
流
優
先
の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
班

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
最
高
齢
は
、
男
性
が
鍋

　

今
大
会
の
最
高
齢
は
、
男
性
が
鍋

田
福
次
さ
ん
（
堤
丘
校
区
）

田
福
次
さ
ん
（
堤
丘
校
区
）
9696
歳
。
歳
。

女
性
は
村
上
美
恵
子
さ
ん
（
堤
丘
校

女
性
は
村
上
美
恵
子
さ
ん
（
堤
丘
校

区
）
区
）
9292
歳
と
お
元
気
に
競
技
を
楽
し

歳
と
お
元
気
に
競
技
を
楽
し

ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
成
績
上
位

　

な
お
、
大
会
の
成
績
上
位
2222
名
の
名
の

皆
さ
ん
が

皆
さ
ん
が
1010
月月
2424
日
（
火
）
開
催
の

日
（
火
）
開
催
の

第第
2222
回
福
岡
市
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン

回
福
岡
市
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
出
場
と
な
り
ま

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
出
場
と
な
り
ま

し
た
。

し
た
。


